
安
倍
内
閣
は
２
０
１
５
年
度
予
算
案

の
年
度
内
成
立
後
、
農
業
・
医
療
・
労

働
な
ど
の
関
連
法
の
改
悪
、
さ
ら
に
５

月
連
休
後
に
は
安
全
保
障
関
連
の
法

整
備
・改
悪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
15
年
度
予
算
は
96
兆
３
４

２
０
億
円
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
、

そ
の
う
ち
、
借
金
（
国
債
）
額
は
36
兆
８

６
３
０
億
円
、
国
債
依
存
率
38
・３
％
を

占
め
、
、
国
の
借
金
は
膨
れ
上
が
る
ば

か
り
で
す
。
こ
う
し
た
借
金
ベ
ー
ス
の
予

算
案
に
も
関
わ
ら
ず
、
軍
事
費
の
増

額
と
財
界
優
遇
の
軽
減
税
率
を
推
し

進
め
、
他
方
で
介
護
、
医
療
、
生
活
保

護
費
な
ど
生
活
に
関
わ
る
予
算
を
切

り
縮
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

安
倍
首
相
は
「
衆
議
院
選
挙
で
信
を

得
た
」
と
、
傲
慢
に
も
国
民
の
声
と
生

活
を
無
視
す
る
予
算
と
法
案
の
提
出

を
画
策
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
超
高
齢

化
、
介
護
需
要
の
増
大
が
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
予
算
案
で
は
介
護
報
酬
の
２

・
27
％
の
引
き
下
げ
を
組
み
込
ん
で
い

ま
す
。
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
「
介
護

難
民
」を
増
や
す
だ
け
で
す
。

ま
た
、
医
療
分
野
で
は
国
民
皆
保
険

制
度
を
破
壊
す
る
混
合
診
療
の
拡
大

で
、
国
民
の
命
を
大
手
生
保
、
損
保
会

社
に
委
ね
、
保
険
と
薬
業
界
の
市
場

拡
大
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
会
社
側
に
立
つ
「残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」

と
「
労
働
者
派
遣
法
」
の
改
悪
も
準
備

中
で
す
。

安
倍
首
相
は
「
景
気
が
浮
揚
す
れ
ば

雇
用
・
賃
金
が
改
善
さ
れ
る
」
と
選
挙

で
公
約
。
そ
の
た
め
の
法
人
税
の
減
額

を
予
定
。
こ
れ
で
大
企
業
は
２
年
間
で

１
・
６
兆
円
の
税
金
を
浮
か
せ
、
内
部

留
保
に
回
る
だ
け
で
す
。
そ
の
一
方
で

は
、
税
収
不
足
を
消
費
税
で
賄
お
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
ら
く
頭
打
ち
だ
っ

た
軍
事
費
（
防
衛
費
）
は
３
年
連
続
の

増
額
と
な
り
ま
す
。
そ
の
内
実
は
「
専

守
防
衛
」
か
ら
「
統
合
機
動
防
衛
力
」

と
変
身
し
た
自
衛
隊
の
攻
撃
的
兵
器

の
導
入
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
圧

倒
的
な
民
意
で
否
定
さ
れ
ま
し
た
。
原

発
再
稼
働
も
世
論
は
支
持
し
て
い
ま
せ

ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
内
閣
は
独

断
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
１
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
よ
る
戦

争
関
連
法
の
整
備
の
た
め
の
法
案
が
５

月
連
休
直
後
に
提
案
さ
れ
ま
す
。
20

本
近
い
法
案
の
た
め
、
一
括
提
案
・
一

括
審
議
・一
括
採
決
を
目
論
み
、
違
憲

立
法
を
押
し
通
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

民
意
無
視
、
国
民

不
在

の
安
倍

内

閣

を
打
倒
し
ま
し
ょ
う
。
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安
倍
首
相
が
「改
革
断
行
国
会
」と
名
付
け
た
第
１
８
９

通
常
国
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
会
期
の
６
月
24
日
ま
で
の
１

５
０
日
間
に
は
国
民
生
活
を
脅
か
す
重
要
法
案
が
目
白
押
し
で
す
。
安
倍
首
相
は
こ

れ
ま
で
の
雇
用
、
医
療
、
農
業
な
ど
の
規
制
を
自
ら
「ド
リ
ル
と
な
っ
て
打
ち
壊
す
」と

豪
語
し
、
大
企
業
、
多
国
籍
企
業
が
自
由
に
活
動
で
き
る
日
本
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
憲
法
違
反
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
と
も
な
う
安
全
保
障
関
係
法

の
整
備
、
成
立
を
も
狙
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
と
貧
困
の
道
に
突
き
進
む
安
倍
内
閣
の

暴
走
を
共
同
の
力
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

安倍首相の「改革断行国会」は

平和・労働・農業・医療の生活破壊

国
会
は
悪
法
乱
造
の
場
に

安
倍
暴
走

い
の
ち
を
削
る
安
倍
内
閣

軍
事
費
は
３
年
連
続
増
額

独
断
専
行
・
民
意
無
視
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「
官
製
春
闘
」
初
年
の
14
春
闘
の
結
果

は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
実
質
賃
金
の

連
続
17
カ
月
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
中
、
連
合
の

賃
上
げ
回
答
は
２
・07
％
。
そ
の
８
割
が
１

０
０
０
円
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
っ

て
も
ベ
ア
回
答
は
大
企
業
の
48
％
、
中
小

の
23
％
に
と
ど
ま
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
し

ず
く
は
中
小
や
地
方
、
働
く
国
民
に
均
霑

（
き
ん
て
ん
）
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
３
月
期
決
算
で
史
上
最
高
益
に
な

る
企
業
が
続
出
す
る
と
い
わ
れ
、
連
合
は

強
気
の
「
ベ
ア
２
％
以
上
、
定
期
昇
給
と
合

わ
せ
て
４
％
」
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
労
働
者(

常
用
男
性)

の
賃
金
は
、

大
企
業
37
万
８
０
０
０
円
、
中
企
業
30
万

９
０
０
０
円
、
小
企
業
28
万
５
０
０
０
円

（
厚
生
労
働
省
）
。
非
正
規
労
働
者
が
２
０

０
０
万
人
を
突
破
し
、
４
割
に
迫
る
中
、

人
件
費
コ
ス
ト
は
下
が
り
、
企
業
全
体
の

内
部
留
保
は
３
１
３
兆
円
に
達
し
て
い
ま

す
。む

ろ
ん
、
経
営
側
は
総
額
人
件
費
抑
制

の
基
本
は
変
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
今
年
は
年
功
賃
金
を
廃
止
す
る
動

き
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
賃
金
と
労
働
時
間
な
ど
そ
の
他

労
働
条
件
は
一
体
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

そ
こ
そ
こ
の
賃
上
げ
を
経
営
側
に
求
め
る

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
と
労
働
の
在
り

方
を｢

岩
盤｣

と
決
め
つ
け
て
、
制
度
全
般

の
破
壊
を
一
挙
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
国
会
で
焦
点
と
な
る
の
は
、
①
正

社
員
ゼ
ロ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
製
造
す
る

派
遣
労
働
の
全
面
自
由
化
、
②
過
労
死
を

促
進
す
る
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
（
労
働
基
準

法
改
悪
）
、
③
首
切
り
自
由
へ
解
雇
の
金
銭

解
決
の
制
度
化
で
す
。

政
府
・
経
営
側
が
一
体
と
な
っ
て
賃
金
・

雇
用
・
労
働
の
制
度
改
悪
に
対
し
て
、
労

働
側
は
総
団
結
し
て
た
た
か
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
労
協
（
全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
）

は
①
全
て
の
労
働
者
に
一
律
２
万
円
（
７

％
）
、
時
間
給
１
５
０
円
以
上
の
賃
上
げ
、

②
ど
こ
で
誰
で
も
月
20
万
円
、
時
間
１
２

０
０
円
の
賃
金
保
障
を
、
③
長
時
間
労
働
・

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
撲
滅
、
④
労
働
法
制
の

規
制
緩
和
反
対
、
⑤
成
果
・
能
力
主
義
反

対
、
⑥
許
す
な
解
雇
の
金
銭
解
決
な
ど
の

要
求
に
加
え
、
戦
争
を
準
備
す
る
安
保
法

制
な
ど
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
政
治
的

課
題
を
掲
げ
て
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。
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春
闘
た
け
な
わ
。
働
く
５
６
０
０
万
人
の
賃

上
げ
と
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
経
営
側
に
と
っ
て
、

景
気
が
良
く
て
も
悪
く
て
も
、
円
高
で
あ
ろ

う
と
円
安
で
あ
ろ
う
と
、
利
潤
の
減
少
に
つ

な
が
る
賃
上
げ
は
「ノ
ー
」で
す
。

か
つ
て
総

評
が
健
在
で
あ
っ
た
頃
は
、
春
闘
期
に
労
働

組
合
が
足
並
み
を
揃
え
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背

景
に
交
渉
し
、
賃
上
げ
回
答
を
引
き
出
し

ま
し
た
。
ポ
ス
ト
総
評
の
連
合
春
闘
は
ス
ト

な
し
・交
渉
重
視
と
な
り
、
さ
ら
に
安
倍
政

権
と
な
っ
て
「官
製
春
闘
」に
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。
労
使
交
渉
の
前
に
、
政
府
・労
働
組

合
・使
用
者
の
３
者
で
賃
上
げ
を
合
意
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
た
め
の
「春
闘
」に
な
り
ま
し

た
。ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
労
働
者
・国
民
の
た
め
を

思
っ
た
政
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
春
闘
で

は
「官
製
春
闘
」打
破
が
課
題
で
す
。

官製春闘
打破へ

生活のできる大幅賃上げを！

雇用・労働の総破壊は許さない！

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
た
め
の
春
闘
か
？
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